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【日野市】 
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（市教育広報） 
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【狛江市】 

 （リーフレット） 
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（市教育広報） 
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９ モデル事業実施区市における巡回指導教員の服務等について（目黒区の例） 
 

 

 

○ 身分等の取扱いについて 

（１）巡回指導教員は、拠点校を本務校とし、巡回指導を行う生徒の在籍校（以下「巡回校」という。）

を兼務校とする兼務発令を受ける。 

（２）巡回校において、巡回指導教員に対する命令は、巡回校校長が発する。 

 

○ 勤務等について 

（１）連絡・調整を図るために、拠点校の全教員が原則として週１日以上は拠点校に勤務する曜日を設

ける。 

（２）巡回校で指導を行う日は、原則として朝から巡回校に出勤し退勤する。ただし、部活動の顧問を

任ぜられているなどの理由がある場合はこの限りではない。その場合、拠点校に出勤した後、巡回

校に移動する場合は、自宅から拠点校は通勤、拠点校から巡回校への移動は出張扱いとなる。 

 

◎出勤簿は、拠点校が用意し、巡回校は出勤補助簿（用紙は同じ）を用意する。 

   巡回校校長は、毎月末に写しを拠点校に送付するとともに、年度末に出勤補助簿原本を拠点校校

長に送付する。拠点校は、送付された出勤補助簿の内容を確認し、出勤簿と併せて保管する。 

◎自宅と拠点校の間、自宅と巡回校の間は、通勤となる。なお、巡回校の出勤回数は、通勤手当の

算出のため、年度当初にあらかじめ定める必要がある。年度途中に担当校が変わった場合は、改

めて通勤届を提出する必要がある。 

 

 

（３）出張・旅行命令及び旅費の請求は、拠点校校長が行う。 

 （４） 巡回指導教員が巡回校勤務日に休暇を取得する場合は、拠点校及び巡回校に本人から連絡する。

休暇の承認は拠点校校長（事務処理上の命令権者は副校長）が行う。 

（５）週ごとの指導計画は、拠点校管理職が管理を行うが、巡回校管理職においても確認する。 

 

○ 校務分掌について 

（１）巡回指導教員の校務分掌は拠点校で割り振る。 

（２）巡回校での巡回指導教員の校務分掌は、特別支援教育コーディネーター（副担当）のみとする。 

   ＊各中学校は、２名以上の特別支援教育コーディネーターを指名することになる。 

（３）巡回校において、巡回指導教員への補教割当は行わない。 

（４）巡回指導教員は、原則として拠点校の職員会議に出席し、巡回校の職員会議には出席しないが、

巡回校生徒のケース会議や支援会議については、特別支援教育コーディネーターとして出席する。 

 

○ 学校行事等への関わりについて 

（１）始業式、終業式、入学式、卒業式、離任式、運動会、学芸会等の行事は、原則として拠点校の行

事に参加することとし、巡回校の行事参加については、巡回校の指導日に当たっていて、必要があ

る場合のみとする。 

   なお、拠点校や巡回校の振替休日は、特別支援教室の指導は休みとなる。 

（２）巡回校では、特別支援教室の指導予定時間には、行事の練習を計画しないよう配慮する。やむを

得ず行事と指導時間が重なる場合は、事前に巡回指導教員に知らせることとする。特別支援教室の

指導時間に、急遽行事の練習が重なった場合には、生徒は行事の練習に入り、巡回指導教員は特別

支援教室の利用生徒を支援する。 
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○ その他 

（１）巡回校では、ロッカーや靴箱を担当教員分、巡回指導教員用の机・椅子を１台以上、職員室に設

置する。また、ホワイトボードや出退勤ネームプレート等巡回指導教員の動静を確認できるシステ

ムを準備する。 

（２） 巡回校においても必要な作業ができるように、巡回指導教員のための校務ＬＡＮ用ＰＣを配置

する。該当のＰＣ本体には、「巡回指導教員用」と明記する。 

（３）巡回校の給食費の支払方法は、月ごとの口座振替か都度現金払いか、巡回校と協議の上決める。 

（４）巡回指導教員には、１人につき１台ＰＨＳを配布する。緊急時の連絡のほか、常に携帯し、拠点

校・巡回校からの連絡に使用する。 

 
 

 

 


